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方策３－２ 子どもの読書活動の推進 
 

２０２３年度の主な取組内容 

項 目 実施内容 実施量 

学校園等における子どもの読書

活動の推進（学校教育課・青少年

教育担当・本のまち推進課・こど

も育成室） 

【学校教育課】 

・明石市立小・中学校読書感想作品コンクールの

実施。 

【青少年教育担当】 

・学校図書館の蔵書内容の充実及び古くなった

図書の更新 

・学校司書による学校図書館の利活用の促進 

・図書を活用した教育活動の推進 

・小中学校向けブックリストの配布 

・学校での読書バリアフリー環境の充実を図る

べく、小学校 3 校、中学校 2 校に[音声読み上

げ機]や[拡大読書器]等を貸与したほか、小中

各校に[大型絵本]や[点字図書]等の整備を進

めた。 

【本のまち推進課】 

・2023 年度の放課後ブックサークルの年間貸出

冊数は 21,840 冊で、前年と比較して増減はな

かった。 

・2023 年度のあかし保育絵本士養成講座の新た

な認定者数は基礎コース 24 人（2018 年度以降

の累計 102 人）、応用コース 10 人（2019 年度

以降の累計 37 人）となった。 

・夏休みの課題図書の展示を行った。 

【こども育成室】 

・毎日の絵本の読み聞かせを行い、絵本に触れ 

る機会を設けた。 

・2022 年度ふるさと納税による絵本寄贈の対象 

外であった 17 園に対しても、市の予算措置によ 

り、１園あたり平均約 70 冊の絵本の更新・拡充 

を行った。 

概ね計画通り 

市立図書館における子どもの読

書活動の推進（本のまち推進課） 

・2023 年度の学校園等への団体貸出冊数は

26,234 冊（前年度プラス 309 冊）で、前年と比

較して微増となった。 

・2024 年２月に、あかし市民図書館において点

字ディスプレイの設置を行った。 

・おはなし会を各館で月３回以上実施するなど、

子どもと保護者向けのイベントを開催した。 

 

概ね計画通り 
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家庭・地域における子どもの読書

活動の推進（青少年教育担当・本

のまち推進課） 

【青少年教育担当】 

・啓発イベントへの参加促進 

・幼稚園、保育所における乳幼児向けブックリス

トの配布及び改訂作業 

【本のまち推進課】 

・2023 年度のブックスタート実施組数は 2,224

組（前年度マイナス 22 組）であった。 

・2023 年度のブックセカンド実施組数は 2,809

組（前年度プラス 33 組）であった。 

概ね計画通り 

 

２０２３年度アクションプランの成果指標（現状値及び目標値） 

項 目 目標値 2023 年度末 結 果 2023 年度末 

学校の授業以外での、平日の読書

時間 

30 分以上読書

をする割合 

小 40.0% 39.5% 

中 29.0% 27.5% 

全く読書をし

ない割合 

小 22.0% 23.0% 

中 32.0% 34.0% 

学校図書室における年間貸出し冊数 小 500,000冊 510,000冊 

中 50,000 冊 45,000 冊 

市立図書館における児童書の年間貸出冊数（放課後ブックサークル

含む） 
900,000冊 900,000冊 

 

成果指標以外の成果や今後の取組方針 

【青少年教育担当】 

・2023 年度は、学校司書を増員し 1校あたりの配置日数を増やしたことにより、児童生

徒への図書の貸出しだけでなく、学校図書館を活用した図書委員会活動の支援や、学校

図書館イベントの充実など幅広い取組みを行うことが出来た。 

・2024 年度は、児童生徒が使用するタブレットにおける学校図書の活用方法等について

検討を行うとともに、配布用ブックリストの改訂等を行い児童生徒の読書意欲を高める

ための工夫を行う。 

【学校教育課】 

・明石市立小・中学校読書感想作品コンクールの周知方法について、今後、デジタル発信を行う

ことを見据えて担当者会において検討する。 

【本のまち推進課】 

・学校連携の一環として、市内公立小学校へ移動図書館車が出動し、読み聞かせやブックトーク

を実施できるよう取組を進めます。 

【こども育成室】 

・園での毎日の読み聞かせや絵本の貸し出しにより、身近に本のある環境づくりに取り組む。 

 

  




